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県内産の竹炭を配合した竹炭入り珈琲
（トリゴネリンやクロロゲン酸の含有量が多く、味がまろやか！）

通常の焙煎された珈琲豆から抽出された珈琲と比べて、トリゴネリンやクロロゲン酸の含有量が多く、香りや風
味も実質的に同等であり、味がまろやかな珈琲が得られます。トリゴネリンによる老化防止と、クロロゲン酸に
よるダイエット効果が期待できます！

　低温で長時間焙煎した珈琲豆を用いることに
より、抽出された珈琲中のクロロゲン酸及びト
リゴネリン含有量を増加させることができるが、
クロロゲン酸及びトリゴネリン含有量が増加す
ると酸味が強く出るため、珈琲としては美味し
く感じられない。

　焙煎珈琲豆を粉砕して製造した珈琲粉に竹炭
粉砕物を混入することにより、珈琲中のトリゴ
ネリン及びクロロゲン酸含有量を増加させた場
合でも、通常の珈琲と比べてまろやかな味が得
られるようにした。

　本発明の竹炭入り珈琲豆は、予め所定の温度で焙煎処理された珈琲豆と竹炭粉とを含み、竹炭粉は表面にプル
ラン、タマリンドシードガム、グァーガム、ローカストビーンガムの少なくとも１種の中性多糖類又は珈琲成分
でコーティングされており、更に珈琲生豆又は珈琲生豆を200℃以下の温度で焙煎処理した低温焙煎珈琲豆の少
なくとも一方が含まれているものである。竹炭粉の表面がコーティングされているので、珈琲豆ないし珈琲粉の
状態では珈琲の香り成分が吸着されず、良好な珈琲の香りを維持することができる。
　珈琲を抽出した際には、竹炭粉の効果により、味がまろやかで良好な珈琲の香りを生じる珈琲が得られる。

　珈琲豆が本来持っている有効成分を損な
わずに、まろやかで美味しいコーヒーを楽
しめます！ オ
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こんなことが出来ます！
膨張性を有する焼却灰を土木資材にリサイクル固化する場合、
材料のもつ細孔性・多孔性をそのままにして、所定の硬度で
高機能な土木資材として有効利用することができます。
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【解決したポイント】
　従来技術のような特殊な方法ではなく簡単に膨
張抑制した後、蒸気養生装置等を使用せず材料の
性質をうまく利用することにより、低コストで所定
の硬度が発現できる水熱固化体を製造すること
ができる。

【従来の問題点】
　膨張性を有する焼却灰の固化体を所定の硬度
で製造するには、特殊な薬剤や高温での特殊な混
合混練方法を用いて膨張を抑制した後、蒸気養生
装置を使用して硬度の高い水熱固化体を製造して
おり、製造工程が複雑でコストが高い。

この方法により、金属アルミニウム等の
膨張性を有する焼却灰であっても材料の持
つ特性を上手く利用するだけで、低コストで
膨張を抑えた所定の硬度の水熱固化体を製
造することができる。
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　焼却灰をセメントや生石灰と混合混練した後、水分量を所定の量に調整し膨張を抑制する水分調整工程。
次に混練物を地中や構造物などの大型の型枠に成形・圧縮し、生石灰と水との反応熱を利用して約60～
100℃の水熱固化養生を行う。これにより蒸気養生装置を使用しないで短時間に所定の硬度に岩石化が可
能となる。

焼却灰を主原料とした資材の製造方法

　共試体を製作し
ての実証実験では、
１軸圧縮強度最高
31.8Ｎ/㎟の強度
が得られた。

技術の概要


